
A 病棟にお ける看護学生教育の現状報告

A status report on ward nurs i ng student educat i on 
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く要旨〉

A 病棟では、 昨年度まで臨地実習指導者が、 学生実習に合わせた勤務を していなかったため、 継

続 して関わる こ と がで きず、 週末カ ンファ レンスに参加できる程度であった。 そこで、 今年度l志継

続 して学生教育に関われるよ う に、 実習期間中は指導者が継続 して 日勤勤務となるなど看護体制を

整えた。 看護師ア ンケー ト及び学生の感想文か らそれらの取 り 組みは、 学生、 看護師双方にと っ て

効果的である こ と がわかった。
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I . は じめに

A 病棟では、 昨年度から臨地実習指導者 (以下指導者) 2 名が中心と な り 、 保健学科の看護学生教

育 (以下学生教育) に関わっている。 しか し、 昨年度は指導者か漢習期間に合わせた勤務を してい

なかったため、 週末カ ンファ レンスに参加できる程度であった。 そ こ で、 今年度は実習期間中、 指

導者は日勤勤務と な り 、 継続 して学生教育に関われるよ う に した。 また、 その役割を発揮できるよ

う に体制も整えた。 これらの取 り 組みについて、 学生 ・ 看護師双方の立場か ら評価 したいと考え、

この研究に取 り組んだ。

II . 研究方法

1 、 研究期間 : 平成 22 年 4 月 1 日 ..... 1 2 月 31 日

2、 対象 : ①A 病棟看護師 29 名

②当病棟において平成 22 年 5 月 10 日 ..... 1 2 月 24 固 までの期間に実習を行った看護

学生 3・4 年生

3、 研究方法 : ①A 病棟看護師へのア ンケー ト調査 (平成 22 年 1 2 月 1 6 日 .....26 日 )

@浮生の感想文 (実習終了後に任意に記載され、 学校に提出されたもの) か ら学生

教育の評価が見える文章を掠粋 した。
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E 倫理的配慮

研究対象者には、 以下について文書で説明を行い、 同意を得て行った。 ア ンケー ト及び学生の感

想文は個人が特定されないよ う にプライ バシーの保護に十分配慮する こ と 、 研究への参加は自 由意

志で、 参加 しな く ても不利益がないこ と 、 ア ンケー ト 内容は研究目 的以外には使用せず、 データ の

保管 M 処理は責任を持って行い、 研究終了後はシュ レッ ダーにかけて確実に処分する こ と について

説明 した。 なお、 本研究は、 当院看護研究倫理委員会の審査を受け、 承認を得ている。

N. 指導者の役割 (指導者 2 名 は各チームに 1 名ずつ配置)

1 、 実習 目 的 ・ 目標を把握 し、 病棟看護師に理解 して も ら う 。

2 、 実習前に、 チームメ ンバーや病棟師長に相談する機会を も ち、 学生カ泡当する患者を決定す

る。

3 、 実習期間中は 1 週間ずつ交代で日勤勤務をする。 指導者は、 日 々の 日勤勤務の中で受け持ち

患者は持たないが、 入院の受け入れやフ リ ー業務を兼務する。

4 、 学生が担当する患者の看護全体について、 助言や指導を行 う 。 担当看護師が新人の場合は、

指導者が学生指導を全面的に行う 。

5 、 学生の担当患者の検査、 蹴差、 清潔援助な どは、 部屋担当看護師と相談 し ながら学生 と一緒

に行う 。

6 、 週末の学生カ ンファ レンスに参加 し、 学生へのア ドバイ スを行 う 。

7 、 実習期間中に臨床講義を計画 して行 う 。

8 、 担当教官と の情報共有 ・ 連絡 ・ 調整を行 う 。

9 、 保健学科との話 し合いに、 師長と 共に参加する。

v . 結果

1 、 A 病棟看韻市へのア ンケー ト調査結果

ア ンケー ト配布数 29 枚 回収数 22 枚 回収率 75. 8%

1 ) �今年度、 臨地実習指導者が 1 週間ずつ、 継続 して学生教育に関われるよ う に体制を整えま し

た。 この こ と について どのよ う に感 じていますか』

学生教育について : 良い 1 9 名 (86%) どち らでもない 2 名 (9%) 良 く ない 1 名 (5%)

看護業務について : 良い 12 名 (55%) どち らでもない 7 名 (31 %) 良 く ない 3 名 (1 4%)
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学生教育について 看護業務全体について

5% 

- 良い
回 どち らでもない
・ よくない

1 4% 

- 良い
回 どち らでもない

55% I ・ 良くない

図 1 �今年度、 臨地実習指導者が 1 週間ずつ、 継続 して学生教育に関われる よ う に体制を整えま し
た。 このこ と について どのよ う に感 じていますか』

2 )  �日勤の部屋持ち時に学生担当の患者を受け持っている場合、 指導者に協力 しても ら え る こ と

はどのよ う な こ と ですか』

学生の受け持ち患者の看護に協力 しても らえる (慌青 ・ 脇差 ・ 食事介助 ・ 血糖測定 ・ 内服確認

な ど)

食事指導、 退院指導な どの患者支援に協力を得られる

学生か らの報告、 学生への指導内容を一緒に聞いて も ら える

学生の看護計画の見直 しゃア ドバイ スを しても ら える

医師や他部門 との連絡、 連携を して も ら える

3)  �指導者が継続 して学生に関わる こ と で、 学生にと って良いと考える こ と はどのよ う な こ と で

すか』

窓口があるので相談 しやすい

多数患者を受け持っている部屋担当看護師よ り も声をかけやすい

指導者 ・ 学生共に現在の到達度を把握 しているため、 実習 しやすい

週末の学生カ ンファ レンスは学生の状況を把握 して出席 しているため適切なア ド1 \イ スがで

きる

部屋担当看護師が日替わ り であって も指導者が毎日関わる こ と で、 継続 して指導ができる

4 )  �指導者が継続 して学生に関わる こ と で、 看護業務全体にと って良いと考える こ と はどのよ う

な こ と ですか』

1 ・ 2 年目 の看護師が、 学生教育を負担に感 じないよ う に配慮できる
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指導者と部屋担当看護師聞で連絡調整できる

清潔援助など指導者に依頼できるので、 他の患者の看護を中断せずに継続できる

ケアが重なるな ど多重業務で学生に関わる時聞を と る こ と が難 しい時には、 指導者が十分に

学生指導 して く れる

業務分担ができるので業務がスムーズ

2 、 学生か らは 26 人中 1 8 人か ら研究の同意を得られた。 学生の感想文の内容を分類 した

1 ) 安心感

安心 してケア を実施できた

困 った時に声をかけて も ら えて嬉 しかった

分か ら ないこ とがあった時に、 誰に聞いた ら よいか分か り やすかっ た

声をかけて も ら えて、 相談 しても いいんだと い う 気持ちにな った。 相談すると丁寧に教えて

も ら えた り 、 ア ドバイ ス を して も ら えて と て も あ り がたかった

学生担当 と い う 立場で病棟の方と接するのは初めてで したが、 行動計画や質問に対 して快 く

対応 していただけて、 学生が実習を積極的に行える環境、 場の雰囲気を作っていただけた

ケアな ど声をかけていただいて と て も嬉 しかった

穏やかな態度で学生に接 して下 さ っ て、 とて も安心でき、 頼 り にな り ま した

2 ) 心強さ

学生担当がいる と い う だけで心強 く 感 じた

A 病棟のよ う に学生担当がいる と 、 学生にと っ て と ても心強 く 、 自信がついて積極的な行動

がとれる と思います

誰に声をかけていいのか分か ら な く 、 探すのに時間がと られていた こ とがな く な り 、 学生担

当者には急に声をかけても毎回対応 して く れて心強かった

指導者がいつも いるので、 統ー した指導が受けられた

3 ) 満足感

忙 しい時でも時間をと っ て対応 して く れたので、 ケアにた く さん介入でき、 充実 した 日 々だ

った

プラ ンニングなど見て確認 していただき、 ア ドバイ ス を受ける こ と がで き、 担当患者さんに

ついての理解が深まっ た

疑問に思った こ と な ど今までは言い出せないこ とがあったが、 指導者がいた こ と で聞 く こ と

ができ、 問題解決できた
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部屋担当看護師を探 して待つ必要がな く 、 指導者が対応 し て く れたので、 効率良 く 実習がで

きた

病棟の看護師に声をかけるのだけでも緊張 し、 障措 して し ま う が、 今回はそのよ う な こ と は

な く 、 と て も積極的、 自主的に実習を行う こ とができた

計画 した こ と を気にかけて く れて、 一緒に行っても ら えた

4 ) 患者、 学生、 看護師、 医師との連携

ケアな どの時間調整を して く れた

学生担当者がいた こ と で、 患者や他の看護師との関係作 り もスムーズに行えた

患者さ んや医師や看護師聞の連絡調整を しても ら えた

困 っ た こ と があった時にす ぐに相談する こ とができ、 とてもスムーズに実習を進める こ と が

できた

疑問に思っていた こ と を質問する と 、 医師に揺思 して次の 日 に教えて く れた

学生が看護計画を看護師に伝えやすかった

羽. 考察

A 病棟での昨年度の学生教育は、 指導者が各チームに 1 名ずついたが、 学生教育を主体とする勤

事到本制ではな く 、 日勤で勤務 している時のみ部屋担当 を しながら学生教育を行っていた。 そのため、

週末カ ンフ ァ レンスに参加 して も学生の到達度や、 実習状況がを里解できず、 十分な指導ができてい

る と は言えなかった。 そこで、 今年度の初めに学校側との話 し合いに出席 した際、 学生実習に と っ

て良い体制と は何かと考えた。 その結果、 各チームの指導者が交代で日勤勤務と な り 、 継続 して学

生に関われるよ う に体制を整える こ と と した。 学生教育専任にはできないが、 部屋担当はせず、 入

院の受け入れや、 蹴差や保清を しながら ではあるが、 昨年度よ り 、 よ り 蜜に学生に関わる こ と がで

きた。 なるべ く 学生教育に専念できるよ う に、 学生担当である こ と を勤務表に明記 し、 スタ ッ フに

周知 した。 指導者と して、 こまめに学生と コ ミ ュニケーシ ョ ンを取 り ながら、 常に学生の行動に気

を盟 り 、 週末カ ン フ ァ レンスでは、 次の週の課題を提案する こ と もできた。 学生の感想文か ら、 「安

心感J r心強さJ r満足感j と い う キーワー ドが得られた。 鈴木 1 ) ら は 『学生がや り たい/やろ う と

したこ と を、 指導者が全面的に認め、 支持 し、 学生のペースに合わせて 『やらせて く れた』 こ と に

よ っ て学生は、 喜びゃ安心感を得て いる。 このこ と によ っ て、 看護する こ と の楽 し さ も感 じ る こ と

ができる』 と述べてお り 、 A 病棟の学生教育の体制も同様の効果が得られているのではないかと考

える。 また、 鈴木 1 ) ら は 「学生に と って、 実習指導者はも ち ろん実習中に関わる看護師の存在は、
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看護師たちが思っている以上に大きなものであ り 、 看護師たち に関心を示 して も ら えた時にはモチ

ベーシ ョ ンが上が り 、 存在価値が認め られた時には大きな自信と なるj と述べてお り 、 学生の感想

文で、 『安心感J r'l)強さJ r満足感J がある こ とか ら 、 常に学生のこ と を気にかけている指導者の存

在は大きいのではないかと考える。 また、 患者は慣れない学生に不安があるかも しれないが、 毎日

同 じ指導者が看護ケア を一緒に行う こ と で、患者も安心でき るのではないかと考える。 このこ と は、

学生教育に協力 しやすい環境にもつながっている。

看護師ア ンケー ト結果は、 9 割が今年度の体制が、 学生教育にと って 『良いJ と答え、 肯定的に

捉えていた。 指導者が毎日学生に関わる こ と で継続 した指導ができる こ と 、 適切なア ドバイ スがで

き る な どの回答か ら、 昨年度に比べ、 指導者の鰐IJを発揮する こ と ができているのではないかと考

える。 作田2) らの研究では、 専任指導者体制について学生の記録か ら 「指導者が専任であるがゆ え

に学びやすい環境であった こ と 、 学習意欲の向上につながったな どの内容の記述が多 く を占めた』

と あ り 、 指導者が専任で継続 した指導を行う 体制が大切であると考える。 A 病棟では現在、 専任体

制ではないが、 指導者は学生と共に看護ケア を一緒に行う ため、 学生の到達度に合わせた関わ り を

日 々継続 して行えている。 「学生が看護計画を看護師に伝えやすい』、 また 「計画 した こ と を指導者

が常に気にかけて共に行って く れるJ な どの学生の感想文か ら 、 看護実践において満足感が得られ

る環境が整っているのではないかと考える。

看護業務全体を考えた質問では、 55%は 『良いj と 回答 し、 14%が 「良く ないJ と 回答 していた。

この こ と は、 実習期間中も通常の勤務者数と変わ らないため、 看護業務に負担を感 じているのでは

ないかと考える。 特に、 経験が浅い看護師が学生教育を行う こ と は非常に困難な現状がある。 しか

し、 指導者が中心とな り 継続 して学生教育を行う こ と で、 対象と なる看護師の負担は斡涜されてい

る。 また、 学生が受け持つ患者の看護を、 指導者が日 々把握して介入 しているため、 部屋担当看護

師の負担も軽減できている。 早坂3) は、 「専任指導者を置 く こ と によ り 、 実習中に個々の学生に合

わせた細かな フ ォ ローができる と いった教育の環境整備の側面はも ち ろんですが、 それだけではな

く 、 周囲の通常業務に就 く スタ ッ フが、 実習に関する さ ま ざまな調整を気兼ねな く 専任指導者に依

頼できる こ と で実習に効果的に関わる こ とができ、 また、 自分たちの業務もスムーズに運ぶと い う

メ リ ッ トがあ り ますJ と述べている。 そのこ と か ら も 、 専任の指導者の存在は、 看護業務にと って

も効果的である と考える。

現在 A 病棟では、 指導者は受け持ち患者を持たずに、 入院患者の受け入れやフ リ ー業務を しなが

ら学生教育を行っている現状である。 鈴木 1 ) らは『特定の実習指導者を位置づける こ と のデメ リ ッ

ト と して、 臨床実習指導者以外のスタ ッ フが学生指導に関心を示さ な く なる こ と が他施設か ら も報
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告されているJ と述べている。今後の課題は、病棟看護師がお互いの役割を尊重 し、 業務調整を行い、

それぞれの看護師自 身が学生実習の実習目 的 岡 目標を理解 して学生に関われるよ う に、 指導者がさ

らに働きかけて い く こ と が重要である。 実習指導へのスタ ッ フ参加体制の整備も必要であると考え

る。

学生が安心 して実習でき、 臨地実習の中で充実感や達成感が感 じ られていれば、 それは指導する

看護師自身のモチベーシ ョ ンア ッ プ!こもつながってい く こ と が考え られる。

四. 結語

指導者カ常備 して学生教育に関わる こ とは、学生と看護師さ ら には患者にと っても効果的である。
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